
付表１０　：　水質調査内容
迫間川 合志川 岩野川 繁根木川

広瀬 中富 山鹿 白石 高瀬 高田橋 芦原 八幡 永徳寺
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ - -
- ○ ○ ○ - ○ ○ - -

回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年
天候 4 12 12 12 4 12 12 4 4
流量 4 12 12 12 4 12 12 4 4
全水深（水位） 4 12 12 12 4 12 12 4 4
採水水深 4 12 12 12 4 12 12 4 4
気温 4 12 12 12 4 12 12 4 4
水温 4 12 12 12 4 12 12 4 4
透視度（従来型） 4 12 12 12 4 12 12 4 4
外観 4 12 12 12 4 12 12 4 4
臭気（冷時） 4 12 12 12 4 12 12 4 4
ｐＨ 4 12 12 12 4 12 12 4 4
ＤＯ 4 12 12 12 4 12 12 4 4
ＢＯＤ 4 12 12 12 4 12 12 4 4
ＣＯＤ 4 12 12 12 4 12 12 4 4
ＳＳ 4 12 12 12 4 12 12 4 4
大腸菌数 4 4 4 4 4
亜鉛 4 4 4
総窒素 4 4 4 4 4 4
総リン 4 4 4 4 4 4
ノニルフェノール 1 1 1 1 1
直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩(LAS) 1 1 1 1 1
カドミウム 1 1
全シアン 1 1
鉛 1 1
六価ｸﾛﾑ 1 1
ヒ素 1 1 1
総水銀 1 1
ｱﾙｷﾙ水銀
ＰＣＢ 1
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 1 1
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 1 1
四塩化炭素 1 1
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 1 1
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 1 1
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 1 1
1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 1 1
1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 1 1
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 1 1
1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ(D-D) 1 1
ﾁｳﾗﾑ 1 1
ｼﾏｼﾞﾝ(CAT) 1 1
ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ(ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ) 1 1
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 1 1
ｾﾚﾝ 1 1
ほう素 2
ﾌｯ素 2
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 4 4 4 4 4
1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 2
ｸﾛﾛﾎﾙﾑ
ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ
p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ
ｲｿｷｻﾁｵﾝ 1
ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 1
ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ(MEP) 1
ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 1
ｵｷｼﾝ銅（有機銅） 1
ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ(TPN) 1
ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 1
EPN 1
ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ(DDVP) 1
ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ(BPMC) 1
ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ(IBP) 1
ｸﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ(CNP)
ﾄﾙｴﾝ
ｷｼﾚﾝ
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 1
ﾆｯｹﾙ 1
ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ 1
ｱﾝﾁﾓﾝ 1
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ
ｱﾆﾘﾝ
2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ
PFOS,PFOA

1
ヘキサン抽出物質
フェノール類
銅
溶解性鉄
溶解性マンガン
クロム
ｱﾝﾓﾆｱ態窒素 4 4 4
亜硝酸態窒素 4 4 4 4 4
硝酸態窒素 4 4 4 4 4

有機態窒素

ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ 4
ＴＯＣ 4
クロロフィルａ 4 4
河床付着物のクロロフィルａ
シリカ 4 4 4 4 4 4
クロロホルム
フェノール
ホルムアルデヒド
濁度 4 4
電気伝導度 4 12 12 12 4 12 12 4 4
塩化物ｲｵﾝ
陰ｲｵﾝ界面活性剤 2
総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ生成能 4
２－ＭＩＢ 4
ｼﾞｵｽﾐﾝ 4
ＣＮＰ
糞便性大腸菌群数 4 12 12 12 4 12 12 4 4
スコア法
大腸菌数

環境基準点
環境基準類型

地点

河川名 菊池川
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